
市民だより　2019.10.1 20

刈谷市男女共同参画推進条例が制定されました

西
三
河
地
域
の
河
川
生
態
系
を

守
る
た
め
に

西
三
河
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
フ
ォ
ー
ラ
ム

時　
10
月
20
日
㈰　
13
時
～
16
時

30
分

場　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

講　
山
本
大
輔
氏
（
豊
田
市
矢
作

川
研
究
所
研
究
員
）
ほ
か

定　
100
人 秋

の
囲
碁
大
会

時　
11
月
３
日
㈰　
10
時
（
９
時

30
分
受
付
）

場　
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷

定　
60
人
（
先
着
順
）

￥　

１
５
０
０
円
（
女
性
千
円
・

高
校
生
以
下
500
円
）

※
当
日
集
金
・
昼
食
代
込

申　
10
月
18
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
段
級
を
申
込
用
紙
（
ウ
ィ

ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
で
配
布
）、

ハ
ガ
キ
、
ＦＡＸ
（
63
‐
６
８
８
９
）

ま
た
は
直
接
、
ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー

ナ
刈
谷
内
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
（
〒
448
‐
０
０
１
１　
築
地

町
荒
田
１
・
㊡
水
曜
）
へ
。

問　
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

（
☎
63
‐
６
０
４
０
）

暮
ら
し

赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
始

ま
り
ま
す
。
家
庭
、職
場
、学
校
、

街
頭
な
ど
、
広
く
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
共
同
募
金
委
員
会
（
☎
29
‐

０
８
８
８
）

シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
休
止
の
ご
案
内

▪
休
日
・
夜
間
窓
口

時　
10
月
11
日
㈮
・
12
日
㈯

▪
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス

時　
10
月
12
日
㈯
６
時
30
分
～
14

日
㈪
23
時

問　
市
民
課（
☎
62
‐
１
０
０
９
）

　

10
月
は
青
少
年
に
よ
い
本
を

す
す
め
る
市
民
運
動
月
間　

育
て
よ
う　
豊
か
な
心　
読
書
か

ら
　
子
ど
も
の
頃
か
ら
よ
い
本
に
親

し
む
こ
と
は
、
創
造
性
や
豊
か
な

心
を
育
て
ま
す
。
家
族
で
豊
か
な

読
書
習
慣
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問　
生
涯
学
習
課
（
☎
62
‐
１
０

３
６
）愛

知
県
最
低
賃
金
改
正

　
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か
ら

時
間
額
926
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
最
低
賃
金
は
、
県
下
の
事
業

所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
特
定
の
産
業

の
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
つ
い

て
は
「
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問　
刈
谷
労
働
基
準
監
督
署
（
☎

21
‐
４
８
８
５
）

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者　

　

令
和
元
年
９
月
の
市
議
会
で
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運

営
を
行
う
指
定
管
理
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

10
月
は
里
親
月
間

　
里
親
と
は
、親
の
病
気
や
離
婚
、

虐
待
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
、
温
か
い
愛
情
と

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
養
育
す

　男女共同参画の理念を明らかにし、性別にかかわらず全ての
人の人権が尊重され、誰もが輝くまち刈谷を目指し、男女共同
参画社会の実現に向けた取組を一層推進するため、「刈谷市男
女共同参画推進条例」を令和元年10月1日に施行しました。
　この条例は、次の基本理念の下に、市、市民、事業者および
教育関係者の責務などを定めています。
基本理念
・性別にかかわらず個人としての人権が尊重されること
・社会における制度又は慣行による活動の選択が制限されな
　いよう配慮すること
・性別にかかわらず全ての人が、意思決定の場に参画する機
　会が確保されること
・家庭生活と仕事や地域活動等とを両立できるよう配慮され
　ること
・男女共同参画の推進に向けた取組が、国際的協調の下に行
　われること
※条例の全文は、市役所情報コーナー、各図書館にある刈谷市
例規集または市  HPから閲覧できます。

問　市民協働課(☎95-0002)

指
定
管
理
者

Ｋ
Ｃ
Ｓ
Ｎ
共
同
事
業
体

代
表
者　
㈱
共
立
（
東
京
都
渋
谷

区
代
々
木
５
‐
40
‐
13
）

代
表
取
締
役　
横
田
健
二

指
定
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
～
７
年
３
月

31
日

問　
生
涯
学
習
課
（
☎
62
‐
１
０

３
６
）

る
人
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
に
、
里
親
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

問　

刈
谷
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
７
１
１
１
）

申　
①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話

番
号
、
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑤

参
加
人
数
を

（koogusi@
tc

oop.or.jp

）
ま
た
は
ＦＡＸ
（
052
‐

703
‐
３
３
８
７
）
で
生
活
協
同
組

合
コ
ー
プ
あ
い
ち
へ
。

問　
県
自
然
環
境
課
（
☎
052
‐
954

‐
６
２
２
９
）


